授業づくり研修講座　実践レポート
東原小学校　氏名　大沢　陽子

１．単元名　　国語　第1学年　「えにっきをかこう」

２．実践のポイント
　◎はじめ・なか・おわりを意識して文章を書く。
　◎継続して取り組むことで、文章の構成を身につける。

３．実践内容
①書きたいことを選ぶ。
・書きたいことが選べるように、３連休明けに取り組んだ。

②文章を書く時の構成を知る。
はじめ「したこと」（何について書いてあるのかをはっきりと示す。）
　なか「心に残ったこと」（そのときの状況や様子を詳しく書いている。）
　おわり「思ったこと」（自分自身の感想や考えを述べている。）

③下書き用のプリントに、下書きをする。
・文章の構成に合わせたプリントを用意した。

④下書きをもとに、本番の用紙に写す。
・文章の構成を意識させるために、はじめ・中・終わりの書きはじめに×を書き、段落をつくった。

⑤絵日記を書く活動に継続して取り組む。
　夏休みの宿題・運動会・遠足・おもちゃランド…など

４．振り返り（成果と課題）
（成果）
・継続して取り組むことで、「したこと」「心に残ったこと」「思ったこと」の順で文章を書ける児童が増えた。
・１学期は、何を題材に書くか悩み何も書けなかった児童も、形式が決まっていることで自ら書きたいことを選んで文章で表現できるようになってきた。
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（課題）
・段落の初めの×が、話のまとまりの段落という意識が定着せず、下書きなしで取り組むと段落を作ることが難しかった。
